
立川と語ろう  立川に生きよう

表紙／新雪の富士山（柴崎町から）

年末年始、火事・救急にご用心

　私
の
好
物
は
具
沢
山
の
ス
ー
プ
。「
ス
ー
プ
カ
フ
ェ
な
ん
で
も
な
い
日
」

の
オ
ー
ナ
ー
の
ま
ち
こ
さ
ん
の
人
柄
と
美
味
し
い
ス
ー
プ
に
惚
れ
て
、
根

川
を
挟
ん
だ
カ
フ
ェ
の
向
い
側
に
引
っ
越
し
て
き
て
し
ま
っ
た
程
で
す
。

営
業
日
の
金
土
日
が
待
ち
遠
し
い…

。
時
々
家
の
窓
か
ら
覗
い
て
み
る
と
、

「
あ
っ
、
ト
モ
ち
ゃ
ん
の
野
菜
が
来
て
る
！
」
と
、
地
場
野
菜
を
作
っ
て
い

る
シ
ロ
ガ
ネ
農
園
の
お
野
菜
が
並
ん
で
た
り
。「
そ
こ
に
人
が
居
る
」
そ
れ

だ
け
で
何
だ
か
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　以
前
は
定
期
的
に
「
お
は
な
し
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
詩
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、
紙
芝
居
を
ス
タ
ッ
フ
や
常
連
さ
ん

が
披
露
す
る
充
実
の
催
し
物
で
し
た
。
私
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
担
当
。

人
情
活
劇
や
狂
言
絵
本
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
時
と
し
て
「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」
と
い
う
職
種
に
よ
り
、
マ
マ
の
ケ

ア
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
預
か
り
な
が
ら
カ
フ
ェ
に

顔
を
出
す
事
も
あ
り
ま
す
。「
あ
ら
い
つ
の
間
に
二
人
目
？
」
と
ス
タ
ッ
フ

の
方
に
冗
談
を
言
わ
れ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
の
お
陰
と
も
言
い
ま
す
か
、
刺
繍
が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
早
く
マ
ス
ク
を
外
し
て
本
当
の
意
味
で
の
「
な
ん
で
も
な
い
日
」

に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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な
ん
で
も
な
い
日
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穏
や
か
な
日
々

❾

シクラメン　店内にある絵本のそばで　花・花器とも大森良子



TACHIKAWA DICE  応援ページ

DICEを知ってください
その名も「立川ダイス」！
チーム名に街の名前を冠しています。
街のみんなと一緒に頑張りたい。

立川が生んだ立川のプロバスケットチーム

　3人制バスケットボールのチームとして2016年に誕生した「立川ダイス」。2022年10月から5人制B3リーグに参戦しています。生まれ
たばかりのチームですが、強豪相手に善戦、奮闘しています。スポーツを1つの媒体に、立川を盛り上げ、街に暮らす、働く、関わるみ
んなで一緒に新たな「夢」を追いかけたい。「立川」の名前を背負って、どんな相手でもひるむことなく、勇気をもって、諦めず挑んでいく。
それが「立川ダイス」の姿です。

　「立川ダイス」のヘッドコーチは、間橋
健生さん。目標は「常に1番」。規律の
中でも選手1人ひとりの個性を大事に、
楽しいバスケットをしていきたいと話さ
れます。宮城県出身の間橋さん、立川
はとても住みやすい街だとおっしゃいま
す。「オラが町のチーム」と認識してもらっ
て、勝てば一緒に喜び、負ければまた
共に励まし合う、家族のような存在にな
りたいと。「ダイスが勝った」ではなく「自
分が勝った」と思ってもらえるよう努力す
るとおっしゃっていました。

　頼りになるキャプテンの酒井達也さん
は、背番号2番。「サカタツ」と呼んでほ
しいそうです。チーム内では通訳も兼ね
ています。昨シーズンまで所属していた
岡山のチームでは、アシスタントコーチ
もされていて、その経験を生かして多く

の個性をまとめて1位を目指します。

　ホームアリーナは、もちろんアリーナ立川立飛。公開練習
もありますから、SNSをフォローして情報を得ていってくださ
い。1月のホームゲームは1月7日（土）と8日（日）、対鹿児島
レブナイズ戦です。鹿児島はちょっと強いんですよね。勝利
には、皆さんの応援が必要です！

ヘッドコーチ 間橋健生さん（中央） キャプテンの酒井達也選手

11
月
の
試
合
か
ら

ダイスの試合詳細は、
多摩てばこネットをご覧ください。
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――署長は、小さい頃から消防士になろうと思
われていたのですか？
宇田川　いえ、違いますねぇ。
――JRの駅長さんなどにお話をうかがうと、
代々国鉄だったとか、小さい頃から憧れていた
とよく聞きます。消防署にもそんなことがある
のかなと思うのですが。
宇田川　ありますね。でも私は特に何かになり
たいとか考えていなかったなあ。前職があるん
ですよ、私は。アイスクリームを配達していまし
た。
――え？ それはまた全然関係ないお仕事で。
そういう経歴は珍しいですね！
宇田川　珍しいですね。アイスクリームの配達
をしながら、いつまでもこのままじゃなと思った
り、何か役に立つ仕事がしたいなと思っていま
した。たまたま高校の同級生が東京消防庁に
入っていたので、事務職よりは身体を動かす方
が性に合っているというか。それで東京消防庁
を受験して、合格したので20歳の時に入庁し
たんです。
――そうだったんですか。
宇田川　入庁してから二部の大学に通って、卒
業して、いろいろな職務を経験しながら今があ
ります。
――消防署員は救急と火事とに分かれている
と聞いていますが、署長はどちらですか。
宇田川　私は火事です。若い時はオレンジ服
を着る特別救助隊の研修を受け、短い期間で
したがそういう職務にも携わりました。消防署
の中でもいろいろ経験して、都庁にも勤務して
いました。新宿の都庁に2年4か月でしたかね、

眺めのいい所で勤務していました（笑）。外を
眺めていると、たまに「自分はなぜここにいる
んだろう」なんて思いましたけれどね。それも1
つの経験で、いろいろな出会いもありました。
――今まで7人くらい立川消防署長にお目にか
かってきましたが、こういう経歴の方は初めて
です。
宇田川　初めて管理職に就いた時は区役所で、
足立区の災害対策課長という職務でした。そ
れまではどちらかというと担当課長といって一
部門だけを担っている立場だったんですが、私
の時から部下も持ってほしいということでした
ね。
――経歴を拝見しますと、足立区とか大田区と
か牛込とか、下町シリーズですよね。
宇田川　私、多摩地区の勤務が今回初めてで。
でも、経験できてよかったなと思っています。
――牛込なんて、おしゃれというか、江戸っぽ
いというか。
宇田川　下町ですよ。昔ながらの町名も残って
いて。路地も細いところが多いし。路地は風情
があっていいのですが、建物が密集していて、
消防車が入れないような所が多くて、ドキドキ
していました。
――コロナの蔓延は牛込にいらっしゃる時から
ですか。
宇田川　12月に異動になって、年が明けてす
ぐコロナでした。ですから、立川の前佐藤署
長と同じように、地域の皆さんとの関わりはほ
とんど持てずに終わりましたね。
――今回署長にお話をうかがおうと思ったの
は、11月9日に行われた「火災予防業務協力功

労者表彰式」で、署長のお話の中に救急搬送
が過去最高の多さだったという一文があって、
それを詳しく教えていただきたくて来ました。
宇田川　搬送数は毎年更新しているのですが、
東京消防庁全体で令和元年は825,929件、令
和2年になって、コロナの影響で外出が減りま
して一旦下がったんです。720,965件ですね。
――そんなに下がったんですか？
宇田川　そうなんです。令和3年はまた増えて
きて、743,703件、そして今年、令和4年は11
月17日現在、速報値で昨年を上回って755,281
件です。残りの日数を考えますと、かなりな数
値になるだろうと予想されます。
――コロナのせいですか？
宇田川　もちろんコロナもありますが、夏場の
熱中症も多いですね。救急要請が多くて、通
常いる救急隊以外にも各消防署にある非常用
の車両も使って、救急隊の数を増やして対応し
ていました。
――立川の出場件数も増えているのですか？
宇田川　増えています。今年が11月16日現在で、
13,691件。昨年同日の出場件数が11,848件で
すから、すでに1,843件増えているということ
ですね。その原因はやはりコロナと夏場の熱中
症が大きいです。東京消防庁の傾向と同じとい
うことです。地域性というものはあまり無いと
思いますね。
　ひと昔前と違って暑さが尋常ではないので、
おひとりおひとりがこまめに水分補給していた
だくことが最も望まれるところですね。かつて
は「今日は30度超える」というのが暑さの目安
だったんですがね。

――以前は暑いとか雪だとかいうと八王子がテ
レビによく出たのですが、最近は立川駅前が
映されるんですよね。ところで火事の数はどう
なんですか？
宇田川　立川管内で前年比8件少ないですね。
――亡くなられた方は？
宇田川　残念ながらいます。なんとか火災によ
る死者をゼロにしていきたいという思いで取り
組んでいますが、本当に残念です。火災はい
つどこで起きるかわかりませんから、消防団の
皆さんはとてもありがたい存在ですね。火事が
起きればすぐ来てくれますし、我 と々同じよう
に活動してくれて、消防団の皆さんには頭が下
がります。
――いま、このチラシにあるアプリをPRされ
ているそうですね。
宇田川　はい。こ
れは東京消防庁の
アプリなんですが、
いろいろな情報を
取得することができ
ますので、ぜひダウ
ンロードしていただ
きたいです。質問を
入力すると、うちの
マスコットのキュー
タが返してくれます。お子様が楽しめるコンテン
ツも含まれています。いざという時に使える情
報も入っています。
こちらのチラシは
#7119で す。 救 急
車の要請をした方
がいいのかどうか、
悩むような場合には
こちらにお電話くだ
さるのがいいと思
います。
――危険な場合に

はそこから救急車の要請をし
てくださるそうですね。
宇田川　そうなんです。です
から、救急車を呼ぶかどうか
迷ったら、#7119をご利用くだ
さい。
――消防署の皆さんはコロナ
にかかったりしないのですか。
宇田川　残念ながらかかりま
す。立川署でも一時期増えてしまったことがあ
りまして、そういう時には普段泊まりでない勤
務の職員に臨時に当番してもらって、なんとか
ポンプ車や救急車がいつでも出場できる体制
を維持するようにしていましたね。この後はま
たインフルエンザが心配ですね。
――救急や火事はもちろんですが、署長として
のお仕事は地域との関わりでしょうか。
宇田川　そうですね。それが署長としては一
番大事な部分かもしれないですね。消防署単
独では、当然地域全体の安全は守れないわけ
ですから。地域の皆さんとともにいろいろなこ
とに取り組んでいって、地域全体で安全を高め
ていくことが重要だと思いますし、私も顔を覚
えていただいて、何かあった時にすぐに言い合
える関係を作っていきたいと思っています。い
ろいろなイベントもあって、地域ごとの訓練も
始まっていますから、地域の方 と々顔を合わせ
る機会が増えてきました。警察との関係も大変
重要ですし、あとは市役所ですね。うちは立
川市と国立市を管轄していますのでね。最初に
お話ししましたように、私も足立区役所におり
ましたから、地域の行政とのつながりがとても
大事だということを認識しています。普段から
いろいろなことを相談し合える関係というのは
必要だと思いますね。
――ところで、10月に行われた自衛消防審査
会ですが。いかがでしたか。
宇田川　レベルが高いですね。どのチームも

本当によく訓練されていて、細かい点をよく見
ていかないと審査できない。これまで区部にお
りましたが、どちらかというと行政の方はあま
り上手ではないんですよね（笑）。
――でも、立川市役所はすごいでしょう。そう
なんです。安全・安心のまちづくりを進めてい
らっしゃいますから。
宇田川　ああいうことは、普段やらないことで
すからね。皆さん、どのチームも相当訓練され
たんでしょうね。大きな声を出して、規律もす
ばらしいですし。消防署で各チーム、練習され
るじゃないですか。署員に「見に行け」と言った
んですよ。見習うところがあるから。消防学校
で規律はたっぷりやってくるんですけれど、署
内にいるとある程度規律が弱まってくるところ
があります。事業所の皆さんが取り組んでいる
姿を見ると、やっぱり自分たちもやらなければ
ときっと思ってくれると思って、見てくるように
言いました。
――訓練って毎回同じなんですけれど、大事
なんですね。
宇田川　毎回同じかと思うのではなくて、再確
認していただく意味で訓練に取り組んでいただ
くといいですね。またそれぞれのお宅の点検な
ども実施して、地震や災害に備えるための備蓄
品なども定期的に確認するなど。細かいことに
気を配っていただくと火事を未然に防げたり、
備えが万全であれば苦労しないですむこともあ
りますから。

立川消防署長。千葉県市川市出身。1982年20歳で東京消防庁入庁。2012
年4月に足立区災害対策課長、2014年4月足立消防署警防課長、2016年
10月矢口消防署副署長、2019年4月第六消防方面本部副本部長（台東区、
荒川区、足立区を管轄）、同12月牛込消防署長、2022年4月より現職。

宇田川崇氏

火事も救急も、
一人ひとりの意識が大事
コロナもさることながら、やはりこの夏多かったのは熱中症。
冬を迎えてこれからは寒くなる季節。
暑くても寒くても、大事なのは個々の意識。意識を高めて命を大事にしてもらいたい。

火災の多くなる時期、立川消防署長にお話を聞く
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子どもも大人も楽しみました
3年ぶりに開催された「立川南フェスタ」の目玉は、なんといっても「たちモンクエスト」。
公式カード以外に個店カードもあって、
色とりどりのカードを集めるのも楽しいし、それでカードゲームができるのも嬉しい。
子どもだけじゃない、大人だって興奮しました。

　11月23日、あいにくの雨で始まった「たちモンクエスト」。でも、受付開始時間より30分も早くから、アレアレア2階に行列ができていたのです。
お父さんと一緒に、お母さんと一緒に、ファミリーで、大人1人の参加もあって、いろいろな人たちが並んでいました。
　立川南口商店街連合会会長の長井琢英さんによれば、「3年ぶりの開催、しかも初めての企画で、もしいい天気になってドッと人が押し寄
せたらどうなってしまうか。そう考えると、雨でちょうどいいイベントびよりだった」のだそう。おっしゃるとおり、午後からは本降りになった
この日、10時からの受付で15時に終了しましたが、307人という予想以上の参加者で賑わいました。
　確かにカードを1つひとつ見てみると、立川らしい名所シリーズの公式カードから、参加したお店が独
自に作った個店カードも面白く、全部集めたくなるのもわかります。事前にワークショップで参加したお
子さんたちが作ったカードも展示されていて、その中から今年の優秀賞が3つ選ばれ表彰されました。
　イベントには東京経済大学の学生さんや、大原簿記法律専門学校立川校の学生さんがボランティア
でお手伝い。学生さんにとってもこうした経験が今後に生きてくるのでしょう。
カードがカードで終わらない。南口らしく、個店が個性を発揮して、今後に繋いでいかれることを期

待します。なんだか南口が面白くなりそうな予感！

優秀作品「タチタコミン」 優秀作品「ニジリン」 優秀作品「ルーラン」



　立川市消防団が、11月20日、住人のいなくなった松中団地で立川消防署の署員から指導を受けなが
ら訓練をしました。消防団は生業を持ちながら「自分たちのまちは、自分たちの手で守る」という郷土愛
護の精神で活動しています。市内10個分団が全部集まって、この日は建物に向けて放水する訓練をしま
した。実際の火事では建物に放水していますが、訓練では初めてです。窓から人が救助を求めていると
きは、水の出し方を変えて噴霧放水すると効果的だと聞いて、なるほど！ 消防署の方はもちろんですが、
消防団の方々には本当に感謝です。

Ｊ：ＣＯＭ 多摩：11ch・111ch

スカパー！で放送の常楽我浄は
スマホアプリ「スカパー！番組表」（無料）で視聴できます。

えくてびあんの輪えくてびあんの輪

ギャラリー きらら
生活雑貨 EAST END
特むし銘茶・海苔 菊川園
ジョイフルプラザ
めん心 堤屋
hoccori* café
立川わかば整骨院
中華小皿料理 得得屋
Fashion You Me
石原薬局
サイクルハウス 輪輪館
（株）正盛堂
小林歯科クリニック
ビューティーサロン ウィスタリア
オリオン書房 サザン店
WISH BONE
西武信用金庫 立川南口支店
たましん 南口支店
リオネットセンター立川
りそな銀行 立川支店
オリオン書房 アレア店
ほっとすぺーす 中屋
立川ワシントンホテル
Coffee Shop LARGO
のーかる・バザール
ジバー・カフェ
ベーカリー & カフェ BAKU BAKU
喫茶 ギャラリー花
髪職人 YOSHIZAWA
矢沢歯科
キッチンコート立川店
LaLaLa
酒 醍醐
スープ・カフェ なんでもない日
武本測量（株）
立川市柴崎市民体育館

（株）浅見酒店
西村歯科クリニック
井上レディースクリニック
中華レストラン 東華園
有料老人ホーム サンビナス立川
飯塚花店
うさぎ専門店 ラッキーラビット
ぴーぴー K 70
（株）ホーミー
カフェ・貸しホール ばくだん畑
波多野米店
立川市社会福祉協議会
立川市歴史民俗資料館
乙黒東洋整骨院
インテリア アイアイ
たましん 富士見町支店
滝ノ上米店
ESPOA おぎの
（株）立川印刷所
日本交通立川（株）
松栄寿司
ふじみ食堂

たましん 本店
GREEN SPRINGS info

522-3913
523-9636
526-2035

0120-29-2775
525-6602
595-8379
526-8518
528-1060
523-1640
523-4067
522-8100
522-2328
527-8217
527-1116
525-3111
527-7199
529-1311
528-2211
523-3321
522-4161
521-2211
522-2932
548-3380
525-6704
548-2511
548-2511
527-2721
524-3668
522-5593
525-6600
540-1131

090-2564-3198
522-4926
523-5114
524-7731
523-5770

522-2823
519-9501
529-0111
529-0458
527-8866
522-5684
524-6054
525-3623
522-2220
522-2214
522-2884
529-8323
525-0860
523-1859
522-5972
528-1741
522-4019
522-4500
524-3268
528-2151
524-6958
523-4791

526-7700
524-2222

柴
崎
町

えくてびあんはリストのお店にあります。
今月は 柴崎町・富士見町・緑町 のお店です。

緑
町

富
士
見
町

無断転載を禁じます。

えくてびあん ⓒ 
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雪化粧した富士山（柴崎町）
　「雪の無い富士山はただの黒い山にしか見えな
い」と言う人がいます。確かに一度（ひとたび）雪
が積もると、これぞ富士山！という姿になります。
秋から冬にかけて、下界に冷たい雨が降ると山
頂では雪になり、陽が照って暖かくなるとまた溶
ける。そんなことを繰り返して富士山はしっかり
お化粧していきます。春に降る雪は水分を含んで
重くなり、富士山は厚化粧。冬になりたての12
月から1月に降る雪は、強い風に吹き飛ばされる
ほど軽いのだとか。ダイヤモンド富士を撮影して
いると、富士山の山肌から雪が舞い上がっている
のがよく見えます。雪質もお化粧も異なるらしい
のですが、手前の連山が裾を隠して雪の山頂近
くがよく見える、それが立川から見える富士。冬
になると毎日白くて、とてもきれいです。

◆えくてびあんは1月号になりました。冬の始ま
りはサッカーで盛り上がり、でも一方で依然戦闘
は続いている。寒さに暖を取れない人々がいるこ
とを忘れてはならず、１日も早く、世界中の人々
が平和にスポーツ観戦できるようにと祈ります◆
立川が他の自治体と違う所は国の研究機関が集
まっていること。国文学研究資料館、国立国語
研究所、統計数理研究所、国立極地研究所と4
つもの研究機関が同じ地域にあるというのは立
川市以外にありません。日本を代表する研究者
がいるのですから、お話を聞かない手はない。
2023年から、改めて研究者にお話をうかがって
いきます◆街を盛り上げていこうと経済界が立ち
上がって創ったチームが立川ダイスなら、応援し
たいじゃないですか。目標は大きく、そこに向かっ
て一緒に頑張っていきましょう◆「ドーバーばば
あ」も忘れてはいけません。元気な高齢者がいる
のも立川です。2023年9月にドーバー海峡を渡
る予約はしたそうです。さて、コロナでさらに高
齢化した皆さん、どうなることやら◆北側ばかり
ではありません。南口も模索から何かが生まれそ
うな予感がします。世代交代は改革改変のチャ
ンス。変わり続ける立川にえくてびあんはこれか
らも寄り添って、応援したい！ 皆様、卯年も引き
続きよろしくお願い申し上げます。　

えくてびあんスタッフ一同

　地域防災力向上のために立川市が行っている「立川
市総合防災訓練」が、今年は10月30日、市内の第
三小学校校庭と体育館を使って開催されました。各
防災関係機関の連携強化や、市民の防災行動力・防
災意識の向上を目的とするものです。朝早くから多く
の人が参加していました。いざという時に慌てないた
めに、訓練は大事ですね。

松中団地で消防訓練

第三小学校で

プラモデル、作ってみた

　11月1日は、古典を顕彰する日本の記念日「古典の日」です。なぜ11月1日？ それは、『源氏物語』の成立に
関わる記録のうち、最も古い記録が寛弘5年（1008
年）11月1日であることに由来しているのだそうです。
国文学研究資料館では「古典の日」にちなみ、11月3
日に講演会を開催。講演者は、以前えくてびあんでも
お話をうかがった恋田知子先生（現在は慶應義塾大
学准教授）と、藤原克己先生（武蔵野大学日本文学研
究所客員研究員・東京大学名誉教授）。現実から切り
離されたような古典に触れる時間。多くの人が『源氏
物語』を現代語訳しようとする気持ちが少しわかった
ような気がしました。

「源氏物語」に浸る時間

南極観測船しらせ、出港です

定着しました テニスフェスタ

松中団地で

　立川にはすごいテニスフェスタがあります。杉山愛さんが特別コーチとして子どもたちと実際に触れあって、
楽しくテニスを指導してくれるのです。場所はドーム立川立飛。
参加、観覧は無料、応募者は3部に分かれて親子で楽しく体
験していました。なんだか今回は、参加した子どもたちがとて
も上手で、ああ、テニスフェスタも定着してきたんだなあと思
いました。杉山愛さんと言えば、2023年度ビリー・ジーン・キ
ング・カップの日本代表監督に就任される方。すごい人にテニ
スを教えてもらったんだと、子どもたちもいつかわかるのかな。

地震の時を想定しての訓練

杉山愛さん

団長の宿谷豊さん　長年の消防功績で、
令和4年春の褒章で藍綬褒章を受章されました

噴霧放水

　11月28日、市内の小学校に株式会社壽屋さんのエプロンをかけたお兄さん、お姉さんがやってきま
した。壽屋さんでは、社員の皆さんが講師になって「出張プラモデル教室」を開催中。「ニッパーの使い方」
や「プラモデルの作り方」を教えながら、プラモデルの魅力や楽しさを体験・体感できる機会を提供して
いるそうです。この日は6年生2クラスが集中した2時間を過ごしていました。フィギュアの壽屋さんか
ら直接教えてもらえるなんて、立川市ならではですね！

　11月11日午前11時20分、第64次南極地域観
測隊のうち、伊村智隊長兼夏隊長および樋口和生
副隊長兼越冬隊長を含む本隊の64名を乗せた南
極観測船「しらせ」が、東京国際クルーズターミナ
ルから南極に向け出港しました。隊員たちは観測を
進めながら11月18日には赤道を超え、26日にオー
ストラリア南西部のフリーマントルに入港。12月下
旬昭和基地到着の予定だそうです。

写真提供：国立極地研究所

授業の様子

聴講は事前申し込み

この日製作したプラモデル

備えと訓練が大切です



立川と語ろう  立川に生きよう

表紙／新雪の富士山（柴崎町から）

年末年始、火事・救急にご用心

　私
の
好
物
は
具
沢
山
の
ス
ー
プ
。「
ス
ー
プ
カ
フ
ェ
な
ん
で
も
な
い
日
」

の
オ
ー
ナ
ー
の
ま
ち
こ
さ
ん
の
人
柄
と
美
味
し
い
ス
ー
プ
に
惚
れ
て
、
根

川
を
挟
ん
だ
カ
フ
ェ
の
向
い
側
に
引
っ
越
し
て
き
て
し
ま
っ
た
程
で
す
。

営
業
日
の
金
土
日
が
待
ち
遠
し
い…

。
時
々
家
の
窓
か
ら
覗
い
て
み
る
と
、

「
あ
っ
、
ト
モ
ち
ゃ
ん
の
野
菜
が
来
て
る
！
」
と
、
地
場
野
菜
を
作
っ
て
い

る
シ
ロ
ガ
ネ
農
園
の
お
野
菜
が
並
ん
で
た
り
。「
そ
こ
に
人
が
居
る
」
そ
れ

だ
け
で
何
だ
か
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　以
前
は
定
期
的
に
「
お
は
な
し
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
詩
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、
紙
芝
居
を
ス
タ
ッ
フ
や
常
連
さ
ん

が
披
露
す
る
充
実
の
催
し
物
で
し
た
。
私
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
担
当
。

人
情
活
劇
や
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言
絵
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を
披
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て
い
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し
た
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　ま
た
時
と
し
て
「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」
と
い
う
職
種
に
よ
り
、
マ
マ
の
ケ

ア
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
預
か
り
な
が
ら
カ
フ
ェ
に

顔
を
出
す
事
も
あ
り
ま
す
。「
あ
ら
い
つ
の
間
に
二
人
目
？
」
と
ス
タ
ッ
フ

の
方
に
冗
談
を
言
わ
れ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
の
お
陰
と
も
言
い
ま
す
か
、
刺
繍
が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
早
く
マ
ス
ク
を
外
し
て
本
当
の
意
味
で
の
「
な
ん
で
も
な
い
日
」

に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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私
と
立
川

ス
ー
プ
カ
フ
ェ 

な
ん
で
も
な
い
日
の
穏
や
か
な
日
々

❾

シクラメン　店内にある絵本のそばで　花・花器とも大森良子


